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●治安当局の機能不全
ベネズエラの治安悪化について、もう一つ重要な要
因が、警察、検察、刑事裁判所といった治安当局の制
度的脆弱性と機能不全である。その理由としては、警
察官らの給与が低いこと、それら組織も政治対立にと
りこまれ、昇進や昇給が業務上の評価ではなく政府支
持か否かによって規定されることなどから、治安担当
者のプロフェッショナリズムやモラルの低下が著しい
ことが指摘されている。インフレ率が3ケタ、経済成
長率がマイナス10%（2016年）という厳しい経済状況
で、低賃金を補完するために誘拐などの犯罪に手を染
める警察官は少なくない。検察庁長官も治安悪化の原
因として警察官による犯罪の増加を認めている。
これらの結果、検挙率や立件率が著しく低下してい
る。1998年には100件の殺人事件に対して110人の容疑
者が逮捕されていたが、2007～09年にはわずか9人へ
と激減している。刑事裁判も停滞し、刑務所収容者の
うち裁判待ちや判決待ちなど、有罪が確定していない
にもかかわらず収容されている人の割合は2003～05年
の53%から2012～14年には73%へと上昇している。こ
れらの結果、ベネズエラでは現在、罪を犯しても逮捕
されない、逮捕されても有罪にならない可能性がきわ
めて高いのである。それが、犯罪の拡大を許している。
犯罪被害者に対する調査でも、犯罪を通報しない理由
として、当局が何もしない、通報を受付けてもらえな
い、時間の無駄といった、治安当局に対する不信感が
多くあげられている。国家による正義の行使（犯罪者
に対する有罪判決と刑罰の実行）が期待できない状況
では、それを自ら、あるいは委託犯罪（殺人も含む）
というかたちで実行しようとするものもいる。そして
その委託先には警察官や軍人が含まれていると、現地
の治安調査機関は報告している。
●銃保持の拡大
ベネズエラの治安悪化の背景にはこれ以外にも、社
会における銃の蔓延、麻薬取引や先進国への麻薬流通
組織の拡大などが重要である。殺人事件の約8割で銃
が使用されており、銃管理が治安改善のかぎであるこ
とは間違いないが、チャベス、マドゥロ両政権は有効
な手段をとれていない。治安が悪化し、警察があてに
ならない状況では、自身や家族を守るために銃を所持
する人は増える。そして警察そのものが社会への銃の
世界でもっとも危ない国になったベネズエラ
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